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図表 1 政府の「目指すべき方向」 










2060年 1.35 87,000 ▲32%
2014年まち・ひと・しご
と創生長期ビジョン
















































































































 図表 6はその算出過程である。 
 a 現状学校数、b 現状児童生徒数は民間データから集計する。小学校 6,360,702人、
中学校 3,058,110人である。現状学校 1校当たり児童生徒数 cは b/aで算出する。年少
人口減少率 dは前述の通り 30％と置く。将来児童生徒数 gは、現状児童生徒数×（1－
30％）で算出される。 
この結果、将来児童生徒数 eは、小学校 4,425,491人、中学校 2,140,677人となる。
これを適正児童生徒数規模 f（小学校 690人、中学校 720人）で割算して求めたものが
適正規模校数 gである。小学校 6,453校、中学校 2,973校となる。 
適正規模校のうちもっとも児童生徒数の少ない規模の学校、つまり、児童生徒数の多












































a b c=b/a d e=b*(1-d) f ｇ=e/f h N i=1-g/a j k=j/1741
小学校 19,617 6,360,702 324 30% 4,452,491 690 6,453 414 6,467 67.1% 851 48.9%
中学校 9,361 3,058,110 327 30% 2,140,677 720 2,973 426 2,976 68.2% 1,011 58.1%





以上より、学校数減少率が算出される。小学校 67.1%、中学校 68.2%である（図表 6i）。
概ね 3分の 1に減少すると言ってよい。この理由は二つある。 
第 1に、将来児童生徒数▲30％を前提としているためである。これは計算の前提であ
り、その分の減少は当然である。 














  図表 8 公立小学校数・在籍者数推移（学校基本調査） 






















































                            
4 これは後述する市区町村ベースシミュレーションのテーマである。 
5 小学校：適正児童数規模 690人÷小学校学齢 6～11歳人口比率 5.05％（2015年国勢調査（全国））＝13.7
千人、中学校：適正生徒数規模 720人÷中学校学齢 12～14歳人口比率 2.71％（同上）＝26.6千人 
6 スクールバスが一般的だが、路線バス、コミュニティバス、渡船なども通学生が利用可能であれば含ま
れる。 

























図表 15 富山市のシミュレーション結果 
















 適正規模校数 Nは、市区町村児童生徒数合計÷適正規模（小学校 690、中学校 720）によ
り算出する。端数は四捨五入する。 
 この計算は、全国との比較はもとより他のどの自治体とも無関係に行える。つまり、自















































a b c=b/a d e=b*(1-d) f ｇ h N i=1-g/a j k=j/1741
小学校 19,617 6,360,702 324 30% 4,452,491 690 6,383 67.5% 537 30.8%
中学校 9,361 3,058,110 327 30% 2,140,677 720 2,864 69.4% 811 46.6%





















































存続校数 8 0 2
現状児童数学校名
図表 18 ある自治体の計算結果 








小学校 851 537 48.9% 30.8%
中学校 1,011 811 58.1% 46.6%




































津市は現状中学校数 2に対して適正規模校数 2で達成率は 100%である。一方、図には掲載







図表 20 達成率（全国） 























                            


























































































































































図表 24 現在の「微調整」の発想 






































 下表は、国ベース、市区町村ベースそれぞれについて、全国で 18学級から 12学級に基
準変更した場合の結果を試算したものである。
 

























１８学級 690 6,453 67.1% 851 48.9% 720 2,973 68.2% 1,011 58.1%
１２学級 460 9,679 50.7% 607 34.9% 480 4,460 52.4% 854 49.1%
１８学級 690 6,383 67.5% 537 30.8% 720 2,864 69.4% 811 46.6%












分類 学校名称 設置者都道府県 設置者市区町村 住所都道府県 住所市区町村
組合立 河口湖南中学校組合立河口湖南中学校 山梨県 富士河口湖町 山梨県 富士河口湖町
組合立 御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校 静岡県 御前崎市 静岡県 御前崎市
組合立 牧之原市菊川市学校組合立牧之原中学校 静岡県 牧之原市 静岡県 牧之原市
組合立 松本市山形村朝日村中学校組合立鉢盛中学校 長野県 朝日村 長野県 朝日村
組合立 上田市長和町中学校組合立依田窪南部中学校 長野県 上田市 長野県 上田市
組合立 長野県南佐久郡小海町北相木村南相木村中学校組合立小海中学校 長野県 小海町 長野県 小海町
組合立 塩尻市辰野町中学校組合立両小野中学校 長野県 塩尻市 長野県 塩尻市
組合立 大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校 岐阜県 安八町 岐阜県 安八町
組合立 美濃加茂市富加町中学校組合立双葉中学校 岐阜県 富加町 岐阜県 富加町
組合立 可児市・御嵩町中学校組合立共和中学校 岐阜県 御嵩町 岐阜県 御嵩町
組合立 多気町松阪市学校組合立多気中学校 三重県 多気町 三重県 多気町
組合立 与謝野町宮津市中学校組合立橋立中学校 京都府 与謝野町 京都府 与謝野町
組合立 相楽東部広域連合立和束中学校 京都府 和束町 京都府 和束町
組合立 相楽東部広域連合立笠置中学校 京都府 南山城村 京都府 南山城村
組合立 南あわじ市・洲本市小中学校組合立広田中学校 兵庫県 南あわじ市 兵庫県 南あわじ市
組合立 播磨高原広域事務組合立播磨高原東中学校 兵庫県 たつの市 兵庫県 たつの市
組合立 御坊市日高川町学校組合立大成中学校 和歌山県 日高川町 和歌山県 日高川町
組合立 笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校 岡山県 笠岡市 岡山県 笠岡市
組合立 米子市日吉津村中学校組合立箕蚊屋中学校 鳥取県 米子市 鳥取県 米子市
組合立 高知県宿毛市愛媛県南宇和郡愛南町篠山小中学校組合立篠山中学校 愛媛県 愛南町 愛媛県 愛南町
組合立 日高村佐川町学校組合立加茂中学校 高知県 日高村 高知県 日高村
組合立 吉富町外一市中学校組合立吉富中学校 福岡県 吉富町 福岡県 吉富町
組合立 氷川町及び八千代市中学校組合立氷川中学校 熊本県 氷川町 熊本県 氷川町
地域外立地 盛岡市立北陵中学校 岩手県 盛岡市 岩手県 滝沢市
地域外立地 塩竈市立第三中学校 宮城県 塩竈市 宮城県 多賀城市
地域外立地 大阪市立弘済中学校 大阪府 大阪市 大阪府 吹田市
地域外立地 大阪市立弘済中学校分校 大阪府 大阪市 大阪府 高槻市
地域外立地 大阪市立長谷川中学校 大阪府 大阪市 大阪府 柏原市
避難中 楢葉町立楢葉中学校 福島県 楢葉町 福島県 いわき市
避難中 大熊町立大熊中学校 福島県 大熊町 福島県 会津若松市
避難中 浪江町立浪江中学校 福島県 浪江町 福島県 二本松市
避難中 富岡町立富岡第一中学校 福島県 富岡町 福島県 三春町
避難中 富岡町立富岡第二中学校 福島県 富岡町 福島県 三春町
避難中 葛尾村立葛尾中学校 福島県 葛尾村 福島県 三春町
分類 学校名称 設置者都道府県 設置者市区町村 住所都道府県 住所市区町村
組合立 布施学校組合立布施小学校 千葉県 御宿町 千葉県 御宿町
組合立 岐阜県揖斐郡養基小学校養基保育所組合立養基小学校 岐阜県 池田町 岐阜県 池田町
組合立 牧之原市菊川市学校組合立牧之原小学校 静岡県 牧之原市 静岡県 牧之原市
組合立 相楽東部広域連合立和束小学校 京都府 和束町 京都府 和束町
組合立 相楽東部広域連合立南山城小学校 京都府 南山城村 京都府 南山城村
組合立 相楽東部広域連合立笠置小学校 京都府 笠置町 京都府 笠置町
組合立 播磨高原広域事務組合立播磨高原東小学校 兵庫県 たつの市 兵庫県 たつの市
組合立 高知県宿毛市愛媛県南宇和郡愛南町篠山小中学校組合立篠山小学校 愛媛県 愛南町 愛媛県 愛南町
地域外立地 盛岡市立月が丘小学校 岩手県 盛岡市 岩手県 滝沢市
地域外立地 大阪市立弘済小学校 大阪府 大阪市 大阪府 吹田市
地域外立地 大阪市立長谷川小学校 大阪府 大阪市 大阪府 柏原市
地域外立地 大阪市立弘済小学校分校 大阪府 大阪市 大阪府 高槻市
地域外立地 北谷町立北谷小学校 沖縄県 北谷町 沖縄県 沖縄市
避難中 葛尾村立葛尾小学校 福島県 葛尾村 福島県 三春町
避難中 大熊町立熊町小学校 福島県 大熊町 福島県 会津若松市
避難中 大熊町立大野小学校 福島県 大熊町 福島県 会津若松市
避難中 楢葉町立楢葉南小学校 福島県 楢葉町 福島県 いわき市
避難中 楢葉町立楢葉北小学校 福島県 楢葉町 福島県 いわき市
避難中 飯舘村立飯樋小学校 福島県 飯舘村 福島県 川俣町
避難中 飯舘村立草野小学校 福島県 飯舘村 福島県 川俣町
避難中 飯舘村立臼石小学校 福島県 飯舘村 福島県 川俣町
避難中 富岡町立富岡第一小学校 福島県 富岡町 福島県 三春町
避難中 富岡町立富岡第二小学校 福島県 富岡町 福島県 三春町












岐阜県揖斐郡養基小学校養基保育所組合立養基小学校 岐阜県 池田町 揖斐川町
牧之原市菊川市学校組合立牧之原小学校 静岡県 牧之原市 菊川市
相楽東部広域連合立和束小学校 京都府 和束町 笠置町 南山城村
相楽東部広域連合立南山城小学校 京都府 南山城村 和束町 笠置町
播磨高原広域事務組合立播磨高原東小学校 兵庫県 たつの市 上郡町 佐用町
布施学校組合立布施小学校 千葉県 御宿町 いすみ市






松本市山形村朝日村中学校組合立鉢盛中学校 長野県 朝日村 松本市 山形村
米子市日吉津村中学校組合立箕蚊屋中学校 鳥取県 米子市 日吉津村
御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校 静岡県 御前崎市 牧之原市
多気町松阪市学校組合立多気中学校 三重県 多気町 松坂市
吉富町外一市中学校組合立吉富中学校 福岡県 吉富町 豊前市
大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校 岐阜県 安八町 大垣市
美濃加茂市富加町中学校組合立双葉中学校 岐阜県 富加町 美濃加茂市
与謝野町宮津市中学校組合立橋立中学校 京都府 与謝野町 宮津市
御坊市日高川町学校組合立大成中学校 和歌山県 日高川町 御坊市
上田市長和町中学校組合立依田窪南部中学校 長野県 上田市 長和町
南あわじ市・洲本市小中学校組合立広田中学校 兵庫県 南あわじ市 洲本市
可児市・御嵩町中学校組合立共和中学校 岐阜県 御嵩町 可児市
長野県南佐久郡小海町北相木村南相木村中学校組合立小海中学校 長野県 小海町 北相木村 南相木村
氷川町及び八代市中学校組合立氷川中学校 熊本県 氷川町 八代市
笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校 岡山県 笠岡市 矢掛町
相楽東部広域連合立和束中学校 京都府 和束町 笠置町 南山城村
塩尻市辰野町中学校組合立両小野中学校 長野県 塩尻市 辰野町
牧之原市菊川市学校組合立牧之原中学校 静岡県 牧之原市 菊川市
相楽東部広域連合立笠置中学校 京都府 南山城村 和束町 笠置町
播磨高原広域事務組合立播磨高原東中学校 兵庫県 たつの市 上郡町 佐用町
日高村佐川町学校組合立加茂中学校 高知県 日高村 佐川町
高知県宿毛市愛媛県南宇和郡愛南町篠山小中学校組合立篠山中学校 愛媛県 愛南町
同上 高知県 宿毛市
